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写真７ 豊平館大型模型 写真８ パネル輪郭の補強 写真９ パネルの組み立て













































































写真22 折りたたみ式の中央屋根 写真23 屋根の組み立て 写真24 折りたたみ式の左右の屋根
写真25 折り畳んだ中央箱 写真26 畳んだ箱（左右中央） 写真27 広げて組み立てた箱部分
写真28 折りたたみ式に改良したバックスクリーン 写真29 バックスクリーン付き大型模型
5．おわりに
当初，円山動物園で「こどもの日」を含む大型連休のみ上映を予定していたが，その後1年
以上，上映と模型展示が繰り返し続いたため，組み立て方法がわかり易く，少人数で短時間に
組み立てが可能とした。豊平館大雪像大型模型の改良を通し，学生たちは問題解決を繰り返し
ながら改良することで，大学の講義だけでは学べない，より実践的に多くのことを学ぶことが
できた。さらに他のプロジェクト「段ボールを使った防災教育」で学んだ知識と経験が今回の
改良で役立っており，さらに，発泡スチロールで大型模型を制作した技術は，この後行われた，
別のプロジェクションマッピングや「TEDxSapporo」等で役立つこととなった。
「東北の震災で被災した子どもたちにも見せてあげられたら」との学生達の思いから始まっ
たプロジェクトは，「より多くの人々が見る為にはどうしたらよいか？」という見る側からの
視点と「その為にはどのような改良が必要であるか？」という上映側からの視点という両側の
立場に立ったユニバーサルデザインの視点を取り入れる必要があった。
本研究で得られた模型組み立ての改良方法により，様々な会場での上映が可能となり，多く
の人々が楽しみ，たくさんの笑顔が見られた事は大きな成果である。今後も，この技術を次世
代につながるユニバーサルデザイン教育へと生かしていく事が今後の課題である。
このプロジェクトは札幌市，北海道コカ・コーラボトリング㈱，株式会社プリズム，北翔大
学との産学官連携で行われ，北方圏学術情報センターでの共同研究として研究をしている。
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